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１１月１６日 

東地申第２３号 

「２０２２年３月ダイヤ改正等について」の検証に関する申し入れ 

【基本】団体交渉を行う!（その１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. ２０２２年３月ダイヤ改正後、「乗務員の業務等の見直し」や「乗務員の労働時間の算定に向けた再実測の

変更」さらには「運転士による出区電車のドア開扉ならびに案内設定の取扱い」などの成果と課題を  

明らかにすること。 

回答：技術革新や業務内容の変化を踏まえ、これまでの役割分担にとらわれない柔軟な働き方を実現する

ために、安全・安定輸送を確保しつつ、働きやすさの向上を図りながら見直しを行った。 
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その２へ続く 
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2. 各職場での２０２２年ダイヤ改正の課題について、社員の意見集約方法を明らかにするとともに、集約さ

れた内容を支社として次期ダイヤ改正での改善に向けた取り組みについて具体的に明らかにすること。 

回答：引き続き、関係箇所と調整しながらダイヤ改正作業を進めていく考えである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１６日 

東地申第２３号 

「２０２２年３月ダイヤ改正等について」の検証に関する申し入れ 

【基本】団体交渉を行う!（その２） 

3. 乗務員の泊行路については、安全・安定輸送の確保や健康管理の観点から、到着点呼から起床点呼まで

の実質睡眠時間を運転士は 6時間、車掌は 5時間以上確保すること。 

回答：列車ダイヤの設定や効率的な運用を勘案し、乗務割交番作成規程に基づき行路を作成している。 
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１１月１６日 

東地申第２３号 

「２０２２年３月ダイヤ改正等について」の検証に関する申し入れ 

【基本】団体交渉を行う!（その３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 起床点呼から出区点検終了時間及び入換信号機開通時間までの実態を把握し改善すること。 

回答：安全・安定輸送を確保しつつ、働きやすさの向上を図りながら見直した。なお、必要な労働時間は確保

している。 

5. 運転士が出区点検時間を確保するために、実際に起床している時刻の把握を行い改善すること。 

回答：安全・安定輸送を確保しつつ、働きやすさの向上を図りながら見直した。なお、必要な労働時間は確保

している。 
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１１月１６日 

東地申第２３号 

「２０２２年３月ダイヤ改正等について」の検証に関する申し入れ 

【基本】団体交渉を行う!（その４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． ２０２２年３月ダイヤ改正検証で出された各職場からの検証項目については、次期ダイヤ改正において

改善をすること。 

回答：引き続き、関係箇所と調整しながらダイヤ改正作業を進めていく考えである。 

６．  乗務員の起床時刻から乗務までにかかる時間の短縮により乗務員の負担が増大していることから起床   

時間に対する実態を把握し改善をすること。 

回答：安全・安定輸送を確保しつつ、働きやすさの向上を図りながら見直した。なお、必要な労働時間は確保

している。 
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